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た。 彼 は 何故か 絶対的に 相客の ある こと を 拒んだ。 一 

たん 買 切った 以上 は、 列車 は 自分の 専用で あると 素 気 

なく 刎ねつ けたので ある。 

ホレ— ス . ム ー ァは、 自分の 採るべき 唯 一 の 方法が、 

夕方の 六 時に リヴ アブ— ル 発の 普通列車に 乗る ょリ外 

ぢ もて 

にない こと を 知って、 極度の 困惑の 色 を 面に 表わし 

ながら 停車場 を 出て 行った。 停車場の 時計で まさに 午 

せむし 

後 四時 三十 一分、 臨時列車 は、 佝僂の カラタ— ル 氏と 

巨人の ような 従者と を 載せ、 白い 湯気 を 吐いて リヴァ 

プ ー ル駅を 発車した。 マン チェス タ ー 駅まで は ひた 走 

りに 走る ことが 出来る はずだった。 六 時 前に 早く も そ 



の大 停車場に 到着す る 予定 を も つ て。 

午後 六 時 を 過ぎる こと 十五 分。 リ ヴァプ ー ル 駅の 事 

務員達 は、 マン チェス タ ー 駅から、 臨時 急行列車が 今 

もって 到着 しないが、 という 電信 を 受取って 非常に 驚 

いてし まった。 とりあえず、 マン チェス タ ー 駅よ リは 

三分の 一 ほど 手前の セント • へ レンス 駅へ 問合せの 電 

信 をう つてみ ると、 次の ような 返電が あった 

『リ ヴァプ ー ル 駅長 ジェ— ムス • ブランドへ、 —— 

臨 列、 遅刻な く 四時 五十一 一分 当駅 通過、 —— セント- 

ヘレンス、 ダウ サ ー。』 

この 電報 は 六 時 四十 分に 受取った。 すると また 六 時 



五十 分に は マン チェ スタ ー から 第一 一信が 飛来した。 

『予報の 臨 列 未着』 

それから 十分 後に は、 いっそう 謎の ような 第三 信が 

受 取られた —— 

『臨 列の 予報 は 何 かの 間違と 認む。 臨 列 後の セン 

ト. ヘレン 発 短距離 列車 ただいま 到着した る も 臨 列 

の 姿 を 見ず という。 返信 待つ —— マン チェス タ ー。』 

この 第三 信から 次のように 推測す る ことが 出来る。 

ちんじ 

—— もし 臨時列車に 何 かの 椿事が 起った のなら、 その 

短距離 列車が それに 気づかずに 同じ 線路 を 走った もの 

と はどうしても 受取れ ない はず だ。 でない とすれば、 



何 かの 理由で 支線へ はいって、 後から 来る 普通列車 を 

待避しつつ あるの だろう か？ もしくは、 あつたの だ 

ろうか？ とにかく 駅長 は、 セント. ヘレン、 マン チェ 

スタ ー 両駅 間の ことごとくの 駅に 一 々電信 を 打って み 

る ことにした。 打電の 順序で 各駅から 続々 と 次の よう 

な 返電が 来た —— 

『臨 列、 五 時 当駅 通過 —— コ リンス. ダリ— ン。』 

『臨 列、 五 時 五分 当駅 通過 —— ァ— ルス タウン。』 

『臨 列、 五 時 十分 当駅 通過 II ニュ— トン。』 

『臨 列、 五 時 二十 分 当駅 通過 —— ケニ ヨン。』 

『臨 列、 当駅 通過せ ず —— バ— トン . モス。』 



駅長と 運輸 課長と は 驚きの 余り 顔 を 見合せ た。 

『僕 は 三十 年 も 鉄道に 勤めて るが、 こんな 狐に 憑 まま 

れ たような 事件 は 初めて だ。』 と 駅長が 言った。 

『ほんとうに 開通 以来 未曾有の 出来事です。 ケニ ヨン 

とバ— トン • モスの 間で 何 か 椿事が 起った のですな。』 

『だが 僕の 記憶に して 誤 なければ、 両駅 間に は 支線 

は 一本 も 無い はず だ。 どうしても、 本線 を 走って 行つ 

たものと しか 思われん がな —— -』 

『といって、 その 短距離 列車が 同じ 本線の 上 を ：：： 

…？』 

ほ 力 

『フ— ド君、 けれども 外に 考えよう が 無いで はない か。 



それから 三十 分が 過ぎた。 そして ケニ ヨンの 駅長 か 

ら 次の 返電が 来た —— 

『臨 列の 行方不明。 当駅 を 通過した るもバ ー トン - 

モスに 到着せ ざる こと 確かな り。 貨物車の 機関車 を 

利用して 本職 自ら バ— トン • モスまで 行く行く 調査 

したる も 何等の 変事 無し。』 

駅長 は 困惑して 髪の毛 を搔 むしった。 

『こり や 驚くべき 発狂 だ、 フ— ド 君！』 と 彼 は 叫んだ。 

ひるひなか 

『この 昼日中、 この 英国で、 列車が 空中に 消えて 無くな 

ろうと は！ 実に 辻 棲の 合わない 話で はない か。 一台 

の 機関車と、 ニ輛の 客車と、 一輛の 車掌 車と、 五 人の 



う 書いて あった 

『両駅 間の 軌道 沿線に は、 炭坑の 散在す る あり。 それ 

らの 内、 ある もの は活坑 なれ ども その他 は 廃坑な り。 

しかして 右の 内、 本線より 私設 線 を 炭坑の 入口まで 引 

込みお る もの 七ケ所 あり。 いずれも 長さ は 二三 哩に 

過ぎず。 七ケ 所の 内、 レッド • ガウン ト レット、 へ 口—、 

デス ポンドの ス ラウ、 及び ハ— トシ —ズ の 四 炭坑へ 通 

ひき - J み 

ずる 四つの 引込線 は 本線に 合する 部分の 軌道が 取 除か 

れ おる を もって、 本職 はこれ が 探査 を 省け リ。 (右の 

うち、 ハ— トシ ー ズ坑は 十 年 以前まで 当地 方 主要 炭坑 

の 一 として 有名な りし もの) 残る は 他の 三 線すな わち、 



( 一 ) 力— ン ストック 鉄工 場 引込線 

(一一) ビッグ • ベン 炭坑 引込線 

(三) パ— シ ヴィァ ランス 炭坑 引込線 

うち マイル 

なる が、 この 中 ビッグ • ベン 線 は 延長 四 分の 一 哩に過 

レ ー ル ほと リ 

ぎず、 軌条 は 発掘され たる 石炭の 山の 辺に て 尽き、 途 

中に 何もの を も 見ず。 次に 力 ー ン ストック 鉄工 場 引 込 

線 は、 六月 三日 は 十六 台の 赤銅 鉄 運搬 車が 軌道 を 遮り 

て 留め置かれ ありし 事実 あり。 最後に、 パ— シ ヴィァ 

ランス 炭坑 引込線の みは 複線な り、 該坑は 産額 はな は 

だ 多き を も つ て、 六月 三日 も 平常の 如く 絶えず 線路 を 

使用し、 ニ哩四 分の 一なる 全線に 沿うて 数百の 労働 



者が 就業しつつ ありし も、 本線より 列車の 闖入せ る 

を 認めた る もの 無し。 しかして この 引込線 は、 かの 機 

関 手の 死体の 発見され たる 地点より は セント. ヘレン 

駅に より 近き を もって、 問題の 列車 は、 椿事に 出会 す 

る 前、 該 線の 分岐点 を 通過せ しものと 信ずべき 理由 あ 

リ。 

『機関 手の ジョン • スレ— タ— に関して は、 彼の 負傷 

の 模様 を 検査す る も 何等の 手 掛リを 引出し 得ず、 ただ 

本職 は、 本職の 推定し 得る 限りに おいて、 機関車より 

の 墜落が 彼の 死因なる こと を 確言し 得る のみ、 何故 彼 

が 墜落せ しか、 また 彼の 墜落 後 機関車が いかにな りし 



の 午後の 真昼 間 だとい うに、 そして 所 はとい えば、 英 

国き つての 人口の 稠密な 地方 だとい うに 一 列車が 乗 

たいか くうくう 

客 を 載せた まま、 熟練な 化学 実験の 大家が 空々 たる 

瓦斯に でも 変化して しまった かの ように、 影 も 形 も 見 

えなくな つたの だ。 

実際、 当時の 諸 新聞に 掲げられた 種々 様々 な 推測の 

うち- 

中には、 この 事件の 背後に は、 何 か 理外の理 ともいう 

ベ き 超自然的な 魔力が 働いた の だと 論ずる もの すら 

あった ほど だ。 けれども、 「タイ ムス」 紙上に 掲げられ 

た、 当時 かなりに 有名な 寄稿 家と して 知られて いた あ 

ち と 

る 論客の 署名の 下に 論ぜられた 一 文 は、 読者の 注意 を 



引込線に 帰せん とする ものな り。 すなわち、 力 ー ンス 

トツ ク 引込線、 ビッグ • ベン 引込線、 パ— シヴ ィァラ 

ンス 引込線の 三 を 「可能なる」 ものと 認 むる ものな り _ 

思えら く、 右 諸 炭坑に は、 一 種の 秘密結社の 如き もの 

あって、 列車 を も 乗客 を も 闇の 中に 葬り去るべき 奇怪 

なる 能力 あるに や？ こ は 事実ら しからぬ ことに 見え 

て、 実は 決して 事実ら しからぬ ことに あらず 

…吾人 はこ こに 確信 を もつ て 会社に 忠告し、 もって、 

会社が 該 引込線と、 その 終点に 働く 労働者 等に つき、 

全力 を 傾注して 探査 せんこと を 希望す る ものな リ 

云々。』 



この 推測 は、 さすがに こうした 事件に 関して 定評の 

ある 権 威の 説 だけに 、かなりの 興味 を 惹起した の 

は 無理 もない。 しかし、 また この 説に 対して 反駁 を 試 

ひ き 

みる 者 は、 論者 は 善良な 人々 に対して 不自然な 誹 譏 を 

予想す る ものであると い つ て 攻撃の 矢 をむ くいたり し 

あやま 

た。 ある 者 はまた 次のように 論じた。 『列車 は 過って 

レ ー ル のち レ ー ル 

軌道 を 滑り出した 後、 数百^ -— ドの間 軌道に 沿うて 流 

れて おる ラン カシア— 運河の 中へ 陥没して しま つ たも 

のだろう』 と。 けれども この 臆説 は 不幸に してた ちま 

ち 却下され た。 運河の 水深が 発表され た 結果、 そうし 

かく 

た 巨大な 物体 を 水底に 匿し 横たえて おるべく 余りに 浅 



いこと がわかった ので ある。 その外に も、 いろいろ 勝 

手な 臆説、 仮説 を 立てる もの もあった。 が、 その 時に 

当って、 突如と して 全く 思いがけない 一 つの 挿話が 

PR 上 つ た。 

というの は、 例の 失踪 列車の 車掌だった ジェ— ム 

ス • マック ファ— スンの 妻が、 夫 マック ファ— スンか 

ら 一通の 手紙 を 受取った という ことなの だ。 手紙 は、 

その 年の 七月 五日 付で、 米国の 紐 育から 投函され た 

もので、 彼女の 手に 渡った の は 七月 十四日の 事だった。 

まが 

それ は、 彼女の 証言に よれば、 紛ぅ ベく もない 本人の 

筆蹟で、 殊に 中には、 米国の 五 弗 紙幣で 百 弗の 大金が 



社の 船で やって来る がいい。 〔# 「。」 は 底本で は 欠落 U 

船 もよ いし、 リ ヴァプ ー ル 汽船 会社のより は 賃金 も 

やす 

廉ぃ。 もしお 前が ここへ 来て くれて、 ジョン ス トン 

館 へ 投宿す るなら 自分 は 何等かの 方法で、 お前に 

会う 手段 を 講ずる つもりで ある。 しかし 現在 自分 は 

身の 置き所 もない ほどの 身 だ、 それにお 前 達 二人 を 

忘れ かねて、 非常に 不幸な 日 を 送って いるの だ。 今 

はこれ にて、 お前の 愛する夫から —— ジェ ー ムス- 

マック ファ— ス ン。』 

そして、 一時 は、 この 手紙 こそ やがて 全 事件の 真相 

を 説明す る ものに 相違な いの だと 人々 から は 確信 を 



事件が 未解決の ままに、 今年まで，， 徒らに 八 年の 歳月 

が 流れた。 ただ、 不幸な 二人の 旅客の 来歴 を 精し く 探 

査す るに つれて、 カラタ ー ル 氏なる 人が 中央 亜米利加 

における 財政 家で、 政治的 代表者であった こと、 彼が 

欧洲への 航海 中、 居ても 立っても おられない ほど 巴 里 

へ 早く 足 を 入れたがって いたと いう 事実 だけが 解った 

のであった。 それから あの 連れの 男と いうの は、 船客 

名簿に は エドゥアルド. ゴ メズと 記入され たが、 この 

男 こそ は 稀代の 兇賊と して、 また 暴漢と して 中央 

亜米利加 を震紘 させた 危険人物 だとい うこと も 解って 

来た。 けれども、 ゴ メズが カラタ— ル 氏に 心服して 仕 



えていた こと は 疑いの ない 事実だった。 カラタ— ル氏 

は、 前に も 言った ように、 小兵な 体軀 なので、 護衛 者 

やと 

として ゴ メズ を 傭って いたの だ。 

が、 その カラタ— ル 氏が 大 急行で 巴 里まで 行こうと 

した その 目的 は 一 体 何であろう それに ついては、 

巴 里方 面から は 何等の 報道 も 来なかった。 しかし、 列 

うち 

車 事件に からんだ 凡ての 事実 は、 この 一事の 中に こそ 

一切の 秘密 を 集めて いるので はない か、 この 一事 さえ 

は つ きりと 解るならば 

そこへ、 あの マルセイユの 方の 諸 新聞に 一せ いに 掲 

げられ たへ ルバ— ト. ドウ. レ ルナ— クの 告白と はなつ 



と 同車が 出来る だろうと 期待して いたの だ。 そう なれ 

ば、 何 かにつ けて 便利 だろうと 考えた から 例えば 

だいい んぽぅ 

もし、 我々 の大隠 謀が 失敗に 帰した 場合 彼等 両名 を 

いころ 

射殺した 上、 書類 を 奪い取る のが 彼の 役に なって いた 

の だから。 カラタ ー ル氏 は、 しかし、 決して 気 を ゆる 

さなかった。 そして 他の 旅客 を 相客に 持つ こと を 絶対 

に 拒絶した。 そこで 我が 腹心 は 停車場 を 去った —— と 

いうの は 実は 見せかけで、 あらためて 他の 入口から 

プラッ 卜ホ， I ム プラッ 卜ホ. I ム 

歩 廊に 忍び入り、 歩 廊 から 一番 遠くの 方に 位置 

うち かく 

していた 車掌 乗用車の 中に 姿 を 匿した、 そして 車掌の 

マック ファ ー スンと 同乗して 出発した の だ。 



らに 埋設され ていた。 軌条と 挟 接 鉄板と 目釘と はすべ 

て 用意した、 それら は 皆 その 引込線の 側線から 取って 

来た ものである。 自分 は、 小人数の、 しかし それだけ 

で 充分な 工夫 等を督 して、 列車の 疾走して 来ない 間に、 

凡ての 準備 をと とのえ ておいた。 遂に 列車が 進行して 

来た。 列車 は 何の 故障 もな く 安々 と 支線へ 滑り込んだ。 

そのため、 転轍 器の 動揺 も 二人の 乗客に は 少しも 気づ 

かれないで すんだ ようだった。 

『かねて 我々 の 計画で は、 火夫の ス ミスが 例の 手 硬い 

機関 手の ジョン . スレ ー タ ー をコ ロロ ホルム 薬で 麻酔 

させる 手箬 になって いた。 けれども、 この 点に おいて 



逃げ延びる 仕度 をした。 大部分 は 巴 里 を 指して、 例の 

英国人 は マン チェス タ— へ、 そして マック ファ ー スン 

〔# 「マック ファ ー スン」 は 底本で は 「マック ファ ー ン匕 は 

サ ザムプ トンへ、 そこから 亜米利加へ 移住す るた めに。 

『諸君 は、 ゴ メズが 窓の 外 へ 書類 袋 を 投げ出し たとい 

う あの 一事 を 覚えて おる だろう。 自分が それ を 拾って 

巴 里の 巨頭 等の 手に 渡した こと は もちろんの 話 だ。 

『けれども 我が 閣下 等よ、 閣下 等 は 余が あの 袋の 中 か 

らー 二 枚の 小形の 書類 を、 あの 事件の 記念と して 抜 

取って おいた こと を 知るならば、 いかなる 感じ を 起す 

だろう か。 自分 は 元より それらの 書類 を 公表す るつ も 



り はない。 しかし、 そこが 問題で ある、 現在 我が 友の 

助け を 求めつつ 自分の ために、 我が 友が 敢て その 挙に 

出で ない 場合、 自分 は 公表の 外にい かなる 手段に 出る 

ことが 出来る だろう？ 閣下 等よ、 閣下 等 はこの ヘル 

バ— ト • ドウ • レ ルナ ー クが、 味方と して 頼むべく、 

敵と して 恐る ベ き 男子で ある こと を 信じても よい はず 

だ。 閣下 等 自身の ため、 たとえ それが この 自分の ため 

い つ とき 

でな くと も、 一 時 を も 失わぬ ように、 —— 閣下よ、 そ 

して —— 大将よ、 そして —— 男爵よ。 (閣下 等 は 上の 

ブランク を 自ら うずめる がよ い) 



だ。』 (完) 



底本： 「「新 青年」 復刻版 大正 S 年 (第 2 巻) 合本 2」 

本の 友 社 

2001 (平成 U) 年 ー 月^日 復刻版 第 ー 刷 発 

行 

初出： 「新 青年 第二 卷 第 四號」 博 文 館 

1921 (大正^) 年 3 月^日 印刷 納本 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「或、 或る i ある 如何 ふい か 何れ i いずれ 一 層 



ふいつそう 於て 丄 おいて 於け るふお ける 恐らく 

ふお そらく 居る ふお る 拘らず ふか かわらず 斯く 

ふかく 且つ ふかつ 曾て i かって 可成り i かなり 

兼ね i かね 此 i こ 斯う i こう 悉く i ことごとく 

之— これ 然— しか 而— しか 併— しか 直ぐ— すぐ 

即ち— すなわち 凡て— すべて 其— そ 唯— ただ 

唯今 丄 ただいま 忽ち ふたち まち 多分 丄 たぶん 為 

め— ため 就て— ついて て 居— てお て 置— てお 

て見丄 てみ 何処— どこ 猶丄 なお 乍ら ふながら 

成程 ふなる ほど 害丄 はず 甚だ 丄 はなはだ 程丄ほ 

ど 殆ど i ほとんど 正に ふま さに 先ず ふまず 又 



ふまた 迄 ふまで 間もなく 丄 まもなく 若し 丄 もし 

以て 丄 もって 勿論 丄 もちろん」 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

※底本 は 総 ルビです が、 一 部 を 省きました。 

※底本 中、 混在して いる 「セント • ヘレンス」 「セント- 

ヘレン」、 「へ ルバ— ト」 「ヘルバルト」 は そのまま にし 

ました。 

入力" 京都大学 電子 テク スト 研究会 入力 班 (加 藤祐 介) 

校正 ： 京都大学 電子 テク スト 研究会 校正 班 (大久 保 ゆ 

う) 



2 oo 4 年 ml 月 4 曰 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



